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女子青年における家族接触経験と自尊心





















































Department of Human Life Studies, Faculty of Human Life and Science, 










































































































は，「小学 5 ・ 6 年生の頃」の父親との関係の様子を想起
させ，22項目それぞれがあてはまる程度を 4 点尺度で回答








































　項目水準の検討で不適切な項目を除き（対父親 3 項目; 
対母親 4 項目），残りの項目について 2 因子解を求めた
（表 2 ）。先行研究と同様に情動的絆と統制を表す因子が抽
出された（対父親: 第Ⅰ因子，第Ⅱ因子; 対母親: 第Ⅱ因子，
第Ⅰ因子）。なお，両親間の得点相関を求めると，情動的
















〈情動的絆 vs 統制〉）では，対象の主効果（F （1,212）= 102.36, 
p < .001）と接触経験の主効果（F （1,212）= 43.95, p < .001）





（F （1.36,424）= 155.54, p < .001），家族の絆，意思疎通，固定化
した舵取りの順に得点が高いといえた（Bonferroni の法: 
5 ％水準）。自尊心は尺度中性点よりも低い有意な傾向が






入基準 p < .05，除去基準 p > .10］）を試みた。家族機能認
知 3 得点および対父親・対母親接触経験 4 得点を説明変数
とし自尊心を従属変数とした分析と，対父親・対母親接触
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fam_b_3 私の家族では，話し合いをするとき，私の意見も聞いてもらえる。 .83 －.08 －.12
fam_b_2 私の家族では，家族の誰かの様子がふだんと違うと，声をかける。 .69 .03 .10
fam_d_11 私が悪いことをしたときには，親はなぜよくないことなのかを説明する。 .65 .04 .08
fam_d_7 私の家族は，お互いの意志を尊重する。 .62 .06 －.23
fam_c_2 家族で決めたことはみんなで守る。 .59 .11 .12
fam_c_3 私の家族は，お互いに充分な関心をもって接している。 .58 .29 .05
fam_b_5 私が何かで苦労しているときでも，私の家族は私を励ますことがない。 * ⊖.56 －.13 .17
fam_e_4 私の家族では，何に取り組むかによって中心になる人が変わる。 .54 －.04 .14
fam_d_8 私の家族では，なんでも話し合いをして決める。 .53 .21 .14
fam_e_5 私の家族では，みんなが自分の気持ちをはっきりと口に出すことができる。 .51 .11 －.11
fam_a_6 私の家族では，何を行うかによって取り組み方を変える。 .50 .02 .01
fam_a_1 私の家族は，困ったことがあったときには，お互いに助け合う。 .50 .26 .02
fam_c_1 私の家族は，私が言っていることを正確に理解する。 .49 .19 －.17
〔Ⅱ．家族の絆〕
fam_a_9 私の家族は，一緒に何かをするのが好きである。 .12 .74 .18
fam_a_10 私の家族には，連帯感がある。 .22 .66 .10
fam_e_1 私の家族の雰囲気は，私が望むものとは違う。 * －.01 ⊖.66 .26
fam_b_4 私の家族では，家族が一緒にいることは，大切ではない。 * －.04 ⊖.65 .03
fam_c_10 私の家族では，家族が共に過ごせる時間があるときでも別々に過ごす。 * .02 ⊖.64 .06
fam_e_8 私の家族は，てんでばらばらである。 * －.09 ⊖.60 －.07
fam_b_1 私の家族は，家族のそれぞれの友達や，知り合いのことをあまり知らない。 * －.08 ⊖.56 .12
fam_d_1 私の家族は，温かくて明るい感じがする。 .30 .53 －.06
fam_c_5 私の家族は，お互いに仲がよい。 .37 .47 －.02
〔Ⅲ．固定化した舵取り〕
fam_e_6 私の家族では，家のきまりを変えることが難しい。 －.01 .00 .66
fam_e_3 私の家族では，きまりを守ることがとても大切にされている。 .16 .29 .61
fam_d_10 私の家族では，いったん役割が決まると，後でそれを変えるのは難しい。 .14 －.28 .59
fam_d_9 自分のやろうとすることが，家族に妨げられている感じがすることがある。 －.04 －.18 .59
fam_e_2 ちょっと失敗しただけでも，親に厳しく叱られる。 －.28 －.01 .53
fam_a_3 私の家族には，しっかりとしたきまりはない。 * －.03 －.29 ⊖.46
［因子間相関］ Ⅰ **** .70 －.14
Ⅱ －.08
N = 213
初期固有値 > 1.44; 初期説明率: 53.23％
適合度: χ2（297）= 469.72，p = .001
* 逆転項目
〈注 1 〉項目に付した記号は，英文字が頁，数字がページ内の項目順を表している。表 2 も同様である。
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表 ３  諸尺度の検討と尺度得点に関する記述的特徴
平均値 標準偏差 相関値（a） 信頼性（b） 正規性検定（c）
父親_情動的絆 2.46 0.66 .45 ～ .62 α = .84 z = 1.11, ns.
父親_統制 2.10 0.66 .41 ～ .62 α = .79 z = 1.02, ns.
母親_統制 2.54 0.62 .39 ～ .66 α = .81 z =  .98, ns.
母親_情動的絆 2.79 0.60 .37 ～ .56 α = .76 z = 1.15, ns.
意思疎通 2.88 0.55 .47 ～ .76 α = .91 z = 1.25, ns.
家族の絆 2.95 0.66 .59 ～ .76 α = .90 z = 1.38, ns.
固定化した舵取り 2.14 0.56 .34 ～ .58 α = .73 z = 1.04, ns.
自尊心 2.40 0.58 .46 ～ .67 α = .87 z = 1.26, ns.
N = 213
（a）: 当該項目得点と当該項目を除く合計得点との間のピアソン相関値（すべて p < .001）
（b）: Cronbach の信頼性係数　　　　　　（c）: Kolmogorv-Smirnov の検定
表 ２   対父親・対母親接触経験尺度に関する因子分析（最尤法，プロマックス回転〈k = 3〉）の結果―プロマックス回転
後の因子負荷量―
［対父親］ ［対母親］
Ⅰ Ⅱ Ⅰ Ⅱ
〔Ⅰ．情動的絆〕 〔Ⅱ．〕*
fa_a_1 父親は，自分の仕事や職場の出来事について私に話をしてくれた。 .68 －.04 －.02 .46
fa_a_4 父親は，よく私の相手をしてくれた。 .66 －.13 *** ***
fa_a_6 父親は，自分の子どもの頃や学生時代の思い出について私に話をしてくれた。 .65 －.05 .03 .57
fa_a_7 父親は，家族旅行などでいろいろな所に私を連れて行ってくれた。 *** *** .06 .51
fa_a_8 父親は，私がどこで何をしているかをいつも気にかけていた。 .51 .30 *** ***
fa_a_10 父親は，自分の好みの異性タイプについて私に話をしてくれた。 *** *** .04 .43
fa_b_1 父親は，世の中で起こっていることについて私に話をしてくれた。 .67 .04 －.02 .64
fa_b_2 父親は，私の頭を撫でたり，私の肩をたたいたりしてくれた。 .59 －.07 .02 .66
fa_b_5 父親と私は，２人で外出することがあった。 .50 －.03 *** ***
fa_b_7 父親は，一緒にテレビを見ながら番組について私に話をしてくれた。 .66 .06 .02 .62
fa_b_9 父親は，私の将来について気にかけていた。 .50 .26 *** ***
fa_b_11 父親は，私の誕生日には必ずプレゼントやカードをくれた。 *** *** －.10 .47
〔Ⅱ．統制〕 〔Ⅰ．〕*
fa_a_5 父親は，私に口答えを許さなかった。 －.25 .74 .67 －.17
fa_a_9 父親は，私の帰宅時刻にうるさかった。 .25 .48 .42 .11
fa_a_11 私のことについては，父親が最後には決めていた。 －.10 .51 .59 －.14
fa_b_3 父親は，私の身なりについていろいろ注文をつけてきた。 .17 .47 .51 .15
fa_b_4 父親は，私のしつけに厳しく厳格な教育方針をもっていた。 .09 .56 .75 －.04
fa_b_6 父親は，叱ったり批判することが私のためになると思っていた。 .00 .70 .62 .07
fa_b_9 父親は，私の将来について気にかけていた。 *** *** .43 .28
fa_b_10 父親は，私が悪いことをした時，かっとして怒った。 －.04 .72 .69 －.02
［因子間相関］ Ⅰ .08 .13
対父親: 初期固有値 > 3.17; 初期説明率: 46.48％; 適合度: χ2（89）= 170.50,  p = .001






経験 4 得点を説明変数とし家族機能認知 3 得点それぞれを
従属変数とした分析である。前者の分析では，自尊心の有
意な唯一の規定因は意思疎通であった（R 2 = .13; β = .36，
すべて p < .001）。後者の分析によると，意思疎通や家族
の絆認知は父親と母親との情動的絆経験によって強く影響
されていた（意思疎通: R 2 = .34; 父親_情動的絆β = .37, 母
親_情動的絆 β = .31 / 家族の絆: R 2 = .27; 父親_情動的絆
β = .35，母親_情動的絆β = .25; すべて p < .001）。固定化
された舵取り認知は，父親と母親からの統制経験による正
の影響を被り，母親との情動的絆経験から負の影響を受け
ていた（R 2 = .36; 母親_統制 β = .51，父親_統制 β = .21，



























認知 3 得点の標準得点を求めその 2 乗値を算出したが，い
ずれも自尊心と無関係であった（それぞれ r = －.10; －.11: 



























e11 ～e21 : 誤差項 e11-e12 r=.68 矢印: 標準化パス係数[*p<.01; * 以外すべてp<.001 ] 













































































































⑵ デ ー タ の 統 計 的 解 析 に あ た っ て，IBM SPSS Statistics  
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